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28

分野 で らかになった実 と 題

な

ま くり

 障害 、障害者の 時の り とには、 の などの ー

と移 用の が る。

 障害 、障害者では、 で避難できないことや避難 生活への

が たれている。

 ケ について、災害時に備えて 備 を保 している

は 60 で る。

 50 から 60 の が、災害時に障害の る に対し 避難の

け や 避難 での け 、 災害や避難についての 達 が

できると うと している。

 80 くの が災害に備えて 防災 を実 し、50 の

が 備 と との 体制 保 を行っている。

 災害 生時の 1を している は に いていな

い。

介護者

 ケ の主な介護者は で り、 齢は 40歳 が を め

ている。また、5時 以上の がとれている が を えてい

るが、まとまった がとれている は 20 に留まっている。

 の れを える介護者が多 している。

障害者支援

 が高い として、 くりや の 防の 進 、

の防 や障害者の 利を るための支援 、 福祉サービスの充実

が共 して げられている。また、 が く、必要 の高い

として、 障害者の 用 の 進 、 わかりやすい の

が共 して げられている。

の

ケ

 齢 が多く、小 3 生までで 80 を めている。

 必要な ケ では、 た の と が 80 を

えている。

 80 の は 体障害者 を 、 の 90 は 1 、

を つ は 70 で、 の 90 は で る。

 主体では が 40 を えて最 多くなっている。

 40 の が、 の 保や の に している。

 と どの が の 上のために を行ってい

る。

… は 。 が 災害、 災、 などの

を して、 の 害を最小限にとどめつつ、 となる の るいは

期 を とするために、 時に行う き活 や 時における のための

、 などを取り めておく のこと。
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別解 に向けた 発 の 実

利 の 進 の

社会 への 支援 障害者 や 支援センターへの 支援

発・ の 実 ンティア の促進 の促進

行 のアクセシビリティ向上 の 実

ーシ ン支援 制の 実 障害に関する理解の 発

福祉の づくりの 進 の整備 しやすい の整備

の 実 災 制の整備 災害時の 制の整備 制の 実

教育・保育 の整備

教育 制の整備 教育 の整備

学 会・ の 実

障害者 用の促進と就業 会の 保

就労に向けた支援 福祉 就労の 実 の 会の 実

障害の予 ・ 発見 制の 実 障害の 療・ ・ 施 の 実

健康づくりの 進 保健事業の 実

療の 実 精神保健 制の 実

合 な相談 制の ア ジ ントの 実

精神障害にも対 した アシ テムの 生 支援 の整備 サービ の の向上

生 の整備 定支援の 進 の促進

療 ア児等への支援 度障害者への支援 施設 所支援

障害者・障害児向けサービ の 実30

第 の

（ ） 別解 の 進

（ ） 利 の 進と の

（ ）社会 の促進

（ ）市 協 （相 理解）の 進

（ ）一人 とりに た な

（ ） 通支援の 実

（ ） 合 な福祉の づくりの 進

（ ） 災・ 制の整備

（ ）幼児 における教育・保育の 実

（ ） ンクルーシブ教育シ テムの 進

（ ）生 を通 た な学 の 実

（ ） 用の場の 出

（ ）就労の実現と職場定 に向けた支援

（ ）予 ・ 療の 実

（ ）保健事業の 進

（ ） の保健 療 制の 実

（ ）相談支援の 実

（ ） の支援 制の 実

（ ） した生 に向けた支援の 実

（ ） 度障害者支援の 実

（ ）福祉サービ 等の 実

福祉サービ 等の 実

８ 支援 制の 実

別解 と 利 の 進

社会 の促進と協 の 進

アクセシビリティの向上

４ ・ な づくり

育 と学びの 実

用・就労の促進

保健 療の 実

(p.32)

(p.36)

(p.40)

(p.44)

(p.48)

(p.52)

(p.56)

(p.60)

(p.64)

第
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を っ いる

56%

いたこと

ある しく

らない

38%

らない

いたこと ない

6%

事業所（n=133）

32%

31%

28%

23%

17%

16%

5%

5%

1%

13%

4%

0%

70%

24%

35%

16%

14%

8%

3%

1%

9%

1%

職場

学校・幼 園・保育所・児 館

や 等の 共 通 関

い や ジ ー

所との きあい・ 会・ 会

等の 療 関

市 所や 館等の 共施設

障害福祉サービ 事業所

災害等の避難時

その

わからない

障害者（n=408） 障害児（n=159）

主 な

障害者差別の解消
・現 生 いる 別解 （ な における障害理解の ）

・ 来にかけ の 別解 （幼 からの障害理解の 要 ）

・ 間 業や所沢市職員における な合理 の

権利擁護・
・ 分 ない に対する な支援

・市 事業者等の障害者 に対する しい

・ 対 の か な 調査と な対 の実施

な

[ 事業 ]

な [ ]

障害サービス 事 に 障害の る人もない
人も に生 る くり を っているか尋ねた
ところ、「 を っている」が 56 、「 いたことは
るが、 しくは らない」が 38 となっており、
を っている事 が 94 を め、 回 時に

に が がっています。 後も事 者向け
の や に る 活 に り

ことが求められています。

を けたり な いをしたことが
る人にどの な ったかを尋

ねたところ、障害児では 70 が「学
・ ・ 育 ・児 」と

ています。こ した での
や 学 での障害 教育などの
が 求められています。

32

と 利 護の 進

1 …地域における相談支援の な 。 合

な相談支援、地域の相談支援 者 の 整、 の の支援 を行う。
2 … から を受け、 生活の不 や の 介など、障害者や

の からの多 多様な相談を受け ける 。

社会 障 の

出前講座の 障害の理解や社会 にある障

に い し い す

た 筆談 ー や ープの設 等による社会

障 の を目 とした 品 等に対し

を し支援を行い した

障害 解の

障害に関する理解の を るために

関・ 間事業者等を対 とした出前講座 発達障

害に関する講 会や ル展 精神障害に い

理解を める講座等を するとともに 障害

理解を進める市 を支援し した

差別 な
障害者 法の ・通 務を し 所

沢市 相談支援センター 1 を とする

相談支援事業所 2 等と し 発生時の対

および 制整備に取り組 した

た 別の相談 あった 事実 等を行

い障害者 別解 法や所沢市障害のある人もな

い人も共に生きる社会づくり条例に づい 対

を行っ い す

権利擁護

所沢市こどもと福祉の未来館 の所沢市成年後

見センターや 相談支援事業所 利 に

関する相談支援を行い した

主な

障害の る人 ない人 共に生きる くり を 行し、障害に する

の を っていますが、障害に対する ー 共に様々な 障 は なお

しています。このような を していくために 、障害者に対する と 利

護を 進していく必要が ります。
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所沢市障害 もない も に 会 り とは

年 制定。 年 施行。障害のある人もない人も共に支え合い、 め合い、人と人との

を感 ながら、 でいきいきと地域で自立して生活できる共生社会の を目指す。

市・市 ・事業者の に え、障害のある人の を定める。 

、 等が である とを 本理 とする。 

障害者 の に けた ができるよう市が な支援を行う。 

社会的障 の に するあっせ 整 会の設  

・市 、事業者の障害理 の拡 による社会的障 の  
（ の 施、 ン の 、 等での 等） 

・市 の障害理 の による合理的 の （ の 施等） 
・障害のある人もない人も わる交流の 会の による障害理 の拡  
 （障害者 事業、障害のある人もない人も でもできる ー 等） 
・事業者の社会的障 の の活用による、 理的な の整備 

（ いす等の の 入、 すりやスロー 等の設 や 事等） 
・ ー の 入 による、社会的障 の （大型 の ー の設 ） 

に 取組
ト

す 会

34

に けた 活 の充実

障害者 の を っていくために、 や 者に対して、 障害の る

人 ない人 共に生きる くり を するとと に、 前 の 活

を実 します。 らに、 における障害 の と合 の へとつな

げていくために、 に対して の を ります。また、 にかけて

のない を るために、 の 小 において、障害 を 進し

ます。

利 護の 進

が 分ではない を支援するため、 こど と福祉の の

ーや 相談支援 による な や相談支援を じて、

制 1の 利用 進を ります。

の防

障害者 防 に する や などの に努めるとと に、障害者

防 対応 に き、 相談支援 ーを とする の

相談支援 と して対応することで、障害者の 利 護を ります。

障害の る人 ない人 共に生きる くり の に けた

の受 者 です。

制 の 利用 進のために行う、障害者や の 者に

けた 前 の受 者 です。

指標
現状値

令和４年度末

目標値

令和８年度末

障害の る人 ない人 共に生きる く

り に する の受 者
1,229 人 1,830 人

指標
現状値

令和４年度末

目標値

令和８年度末

障害者や の に けた 制 に する

前 の受 者
197 人 220 人

1 度… 、 障害、 障害 により が不 分で るため、

害を受けたり、人 としての が なわれたりすることがないよう、 れた

支援者 人 により、 や生活 で支援する制 。

（１）差別解消の推進

（２）権利擁護の推進と の
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の防
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指標
現状値
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目標値

令和８年度末

障害の る人 ない人 共に生きる く
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指標
現状値
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目標値
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（１）差別解消の推進

（２）権利擁護の推進と の
第

２
章
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1 …障害者の 化、 、体 の 上を ることを とした

。 には、体 をはじめ、 に える 、お お などに利用

できる 化 、 や ー スの ができる などの 備が整えられている。

取り組

たい・ に取り

組 いる

18%

やや取り

組 たい

18%

ど らとも

い ない

21%

あ り取り組

たくない

11%

取り組

たくない

9%

わからない

19%

障害者・児（n=1,571）

47%

40%

36%

26%

23%

16%

11%

4%

11%

49%

54%

43%

45%

33%

12%

17%

3%

5%

や社会 障害や障害のある人に対する

理解を める

障害のある人 いやすい施設を整備する

難な人に し 通 関や

を整備する

障害のある人 しやすい や

ントなどの 会を やす

障害のある人 障害のない人と きる

場を整備する

障害のある人 人や家族 士 協 しあ

ンティアをもっと育成する

その

わからない

障害者・児（n=1,571） 市 （n=195）

主 な

障害者の社会参加の促進
・ ー ・ 等の 会の 出及び 支援

・障害者の社会 に 要な

・障害者やその家族 士 協 し するための支援

障害者と市 との 解
・障害者 きる場の 出と市 の促進

・ における の 会の 保

・ における障害に関する理解促進

[ ]

[ ] 障害者の に いて 切な
こととして、障害 事者と ど
ちらも「障害や障害者に する
を める」が に挙がってい

る か、 からは障害 事者が
「 いやすい 」なども挙がっ
ています。 では、障害者が
・ス ー 活 を しめる

サ ・ ビ テ ー などの活
の を し支援しています。

障害 事者にス ー や 活 に り たいか
を尋ねたところ、「 り たい・すでに り でい
る」と「やや り たい」がともに 18 、 36
が り たい 向で るのに し、「 り たくな
い」「 まり り たくない」は で 20 となって
います。 も り 回 り り たい人が
やや っていますが、 したくなる や いやすい

くりに り でいく が ります。
36

の 進と の 進

・ 会の

所沢市 障害者施設・ 支援センターの

による障害者作品展や こころの 展等を

し した た 障害者週間記念事業とし 障

害者による作品や福祉 展 市 障害者施

設の ー ー等の ントを し した

社会 の参加支援

障害もある人もない人も共に きる や

ン 等の ークシ プを すること

クリ ーシ ンの 会を 出し した

た 障害者 への 支援や 事者の どい

の 会の 障害者の社会 の促進と 社

会への 発の 進を目 とする事業へ 後援・協

の を行っ い す

の 所 場整理 に と ー （uni-

voice）を導 し 会場の リア リー を 進

し した

支援セ ー の支援

障害者手 や障害福祉サービ 受 者 の

に関わら 障害のある 利用 きる

支援センター へ を し支援を行い

した 障害者等の 生 支援の促進を目 と

し 作 や生 社会との などの

を に行っ い す

主な

障害者が地域でいきいきと らしていくためには、ス ー や 化 活 などの

の活 を し、地域との などを じて、 の障害に対する の を 進し

ていく必要が ります。
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・ における障害に関する理解促進

[ ]
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「 いやすい 」なども挙がっ
ています。 では、障害者が
・ス ー 活 を しめる

サ ・ ビ テ ー などの活
の を し支援しています。

障害 事者にス ー や 活 に り たいか
を尋ねたところ、「 り たい・すでに り でい
る」と「やや り たい」がともに 18 、 36
が り たい 向で るのに し、「 り たくな
い」「 まり り たくない」は で 20 となって
います。 も り 回 り り たい人が
やや っていますが、 したくなる や いやすい

くりに り でいく が ります。
36

の 進と の 進

・ 会の

所沢市 障害者施設・ 支援センターの

による障害者作品展や こころの 展等を

し した た 障害者週間記念事業とし 障

害者による作品や福祉 展 市 障害者施

設の ー ー等の ントを し した

社会 の参加支援

障害もある人もない人も共に きる や

ン 等の ークシ プを すること

クリ ーシ ンの 会を 出し した

た 障害者 への 支援や 事者の どい

の 会の 障害者の社会 の促進と 社

会への 発の 進を目 とする事業へ 後援・協

の を行っ い す

の 所 場整理 に と ー （uni-

voice）を導 し 会場の リア リー を 進

し した

支援セ ー の支援

障害者手 や障害福祉サービ 受 者 の

に関わら 障害のある 利用 きる

支援センター へ を し支援を行い

した 障害者等の 生 支援の促進を目 と

し 作 や生 社会との などの

を に行っ い す

主な

障害者が地域でいきいきと らしていくためには、ス ー や 化 活 などの

の活 を し、地域との などを じて、 の障害に対する の を 進し

ていく必要が ります。
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サ ビ ー こど と福祉の を利用した障害者

障害者 障害者 として行う、障害者 の

者 の合 です

指標
現状値

令和４年度末

目標値

令和８年度末

サ ビ ー こど と福祉

の を利用した障害者
12,452 人 15,500 人

指標
現状値

令和４年度末

目標値

令和８年度末

障害者 障害者 者 4,467 人 4,700 人

障害者の と能 の 社会 を

進する とを目的とした、「障害者の 化活動

の 進に する 」として、令和５年度は つの

障害のある人もない人も でもできる ー

を 施しました。 後も ー を開 する

とで、 化活動 の の 会を して

いきます。

市では 年 の障害者 に合わせ、障害者 と障害者 イ
ン を開 しています。 

令和５年 から の障害者 には、 人が し を
お しみいただきました。また、 れた 点の の中から「 コ 」を

しました。（ れた は に ）
障害者 イ ン は所 市 もと福祉の において、市内障害福

祉事業所による や り等の活動 会、 や 等の コーナー、所 市
大 による ズ と イ を開 しました。

の に いただき「障害のある人と れあえてよかった」、「 や り等、一生
に感動した」な いただいています。

38

活 への 支援

化 活 の 、 の の や の ー化の 進 を

じて、障害者の を支援します。

障害者 体や地域活 支援 ーへの活 支援

障害者 体の活 を 進するため、 体の の や活 に対する支援を行い

ます。また、地域活 支援 ーへ を することで、 の支援を行いま

す。

活 の充実

障害者 として実 する をはじめ、障害者が活 できる を

し、多くの の を すことで地域における障害 の 進を ります。

活 の 進

活 に する を行うとと に、 ー と

し、地域 の活 を支援します。

地域 活 の 進

ス の く が まる や地域の行 、 の活

において障害者の を し、障害者 体の活 介や体 活 を行うこと

で、障害や福祉活 への を める取組を進めます。

（１）社会参加の促進

（２）市 協働（ 解）の推進
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を 施しました。 後も ー を開 する

とで、 化活動 の の 会を して

いきます。

市では 年 の障害者 に合わせ、障害者 と障害者 イ
ン を開 しています。 

令和５年 から の障害者 には、 人が し を
お しみいただきました。また、 れた 点の の中から「 コ 」を

しました。（ れた は に ）
障害者 イ ン は所 市 もと福祉の において、市内障害福

祉事業所による や り等の活動 会、 や 等の コーナー、所 市
大 による ズ と イ を開 しました。

の に いただき「障害のある人と れあえてよかった」、「 や り等、一生
に感動した」な いただいています。

38

活 への 支援

化 活 の 、 の の や の ー化の 進 を

じて、障害者の を支援します。

障害者 体や地域活 支援 ーへの活 支援

障害者 体の活 を 進するため、 体の の や活 に対する支援を行い

ます。また、地域活 支援 ーへ を することで、 の支援を行いま

す。

活 の充実

障害者 として実 する をはじめ、障害者が活 できる を

し、多くの の を すことで地域における障害 の 進を ります。

活 の 進

活 に する を行うとと に、 ー と

し、地域 の活 を支援します。

地域 活 の 進

ス の く が まる や地域の行 、 の活

において障害者の を し、障害者 体の活 介や体 活 を行うこと

で、障害や福祉活 への を める取組を進めます。

（１）社会参加の促進

（２）市 協働（ 解）の推進
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26%

17%

6%

3%

2%

1%

42%

17%

40%

7%

2%

3%

1%

37%

ールやチ ト等 利用 きる

わかりやすい 現 作成 たもの

や リ ある

や 筆サービ 利用 きる

ー いる

手話や筆談を行 る

や ジー 利用 きる

特にない

障害者（n=1,215） 障害児（n=356）

主 な

障害 な情報
・ な 取 手 の の

・ の い

な 支援者の 保
・手話通訳者・要約筆記者の派遣・ 成

・ 訳・ 訳 ンティアの 成

な

[ ]

な [ ]

障害の に って のやり りのために なことは なります。 障害では「
や サービス」、 障害では「 や 」など。 、「 かりやすい 」や「 ー

や 」は にでも で な で り、 後も が求められます。

のやり りをするために な
ことを尋ねたところ、障害児では
「 かりやすい で れたも
のやフ が る」が多くなって
います。「 にない」とい 回 を
け 、障害者・障害児ともに「

ー や が で る」も
多くなっています。 のやり り
のために、障害 に した の

とともに、 しい ー の活
も求められています。

第 や 筆サービ 利用 きる

第 わかりやすい 現 作成 たものや リ ある

第 特にない

第 ールやチ ト等 利用 きる

第 手話や筆談を行 る

第 特にない

第 特にない

第 ールやチ ト等 利用 きる

第 わかりやすい 現 作成 たものや リ ある

第 ールやチ ト等 利用 きる

第 や 筆サービ 利用 きる

第 特にない

第 特にない

第 ールやチ ト等 利用 きる

第 わかりやすい 現 作成 たものや リ ある

第 特にない

第 ールやチ ト等 利用 きる

第 わかりやすい 現 作成 たものや リ ある40

ビ の 上

… の取 や に する、 やサービスを に利

用できること。
2 … とは や を にと した つの を組み合わ て

する の に すこと。 とは を に すことをいい、 を

すること 体を めて と う。

３

・

要な を取 し 通を ること き

るよ 手話通訳者や要約筆記者の派遣と 成を

行い した

・ 2

要な を取 する ーシ ン支援と

し 訳・ 訳 ンティア講 会を し 支

援者の 成を り した

支援

所沢 館におい 等の対 のサー

ビ を行い した

な 報 体の 用

な を 用し 障害者用 の

作成や市ホームページの 上 への 市

画の 等 わかりやすい の発 に

め した

主な

障害者が必要な時に な に スするため、 ビ 1 の 上を 進

していく必要が ります。 わ て、障害者が に や ケー を行う

ことができるよう、 支援を う人 の 保が必要です。
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第 手話や筆談を行 る

第 特にない

第 特にない

第 ールやチ ト等 利用 きる

第 わかりやすい 現 作成 たものや リ ある

第 ールやチ ト等 利用 きる

第 や 筆サービ 利用 きる

第 特にない

第 特にない

第 ールやチ ト等 利用 きる

第 わかりやすい 現 作成 たものや リ ある

第 特にない

第 ールやチ ト等 利用 きる

第 わかりやすい 現 作成 たものや リ ある40

ビ の 上

… の取 や に する、 やサービスを に利

用できること。
2 … とは や を にと した つの を組み合わ て

する の に すこと。 とは を に すことをいい、 を

すること 体を めて と う。

３

・

要な を取 し 通を ること き

るよ 手話通訳者や要約筆記者の派遣と 成を

行い した

・ 2

要な を取 する ーシ ン支援と

し 訳・ 訳 ンティア講 会を し 支

援者の 成を り した

支援

所沢 館におい 等の対 のサー

ビ を行い した

な 報 体の 用

な を 用し 障害者用 の

作成や市ホームページの 上 への 市

画の 等 わかりやすい の発 に

め した

主な

障害者が必要な時に な に スするため、 ビ 1 の 上を 進

していく必要が ります。 わ て、障害者が に や ケー を行う

ことができるよう、 支援を う人 の 保が必要です。
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の ビ 上のための ー ー の受 者

の です。

障害者への 者 、要 者 、 、 相談の合 です。

指標
現状値

令和４年度末

目標値

令和８年度末

ビ 1 上のため ー ー

の受 者
151 人 325 人

指標
現状値

令和４年度末

目標値

令和８年度末

要 の利用 2,423 2,440

…利用者の障害などの や の 合い、 齢や利用環境にか

かわら 、 ら る人々が サ で れている やサービスを利用できる

こと、また の到達 のこと。

障害者による の 利用 に に る施策の 進に する法 （障害者 ビ
・コ ニ ー ン施策 進法）が令和４年に施行 れ、全ての障害者が、社会、 、 化等あら る分 の

活動に するために、障害者が とする の ビ を せる とやコ ニ ー ンの
を せる とが められています。

本市では、 支援者の確保・ ・ の の り みとして、 者や 者の

確保、点 ・ ン 会を開 し、支援者の を りました。 

障害者による 等の重 に する 心・理 を めるための

・ 活動の な の一 として、 の を目的に「あなたも

ー 」を と わに するとともに、所 市

ン ルにて動 を 開し、 での会 や の 介を行

いました。令和５年度までに し、 者 ン ー でも、たく の

の をいただいています。所 市障害のある人もない人も共に生きる社会

くり においても、「 が である」 とを しており、 の

に大きな をもたらしています。 

な の会 から まった「 ー 」ですが、 を重 るごとに市内

の な 所に いて を行うようになり、 では市の や障害に

する スの 介な の も担っています。 れは、 ビ

進法が し進める、 な による の にも しています。 

より市 ー ー に ス ますので、 ひご

くだ い  

42

行 の ビ 上

障害者用 の や ー ー の み上げへの 、 の

、行 が する の ビ の 上に取り組みます。

また、 障害の る人 ない人 共に生きる くり に き、障害者

が ら する を用いるための相談への対応や支援を行います。

の充実

や ー ー 、 の多様な 体を活用して、 を

行います。また、様々な障害 に した対 者に わりやすい な の

に努め、必要な 取 の をしていた くとと に、 1 の活用 につ

いて、 の を しつつ を進めてまいります。

ケー 支援体制の充実

障害者の や を支援するため 者、要 者の を

行うとと に、 者や要 者の を実 し、 の支援体制の充実

を ります。

また、 障害者に対する ケー 支援として、 や

の を支援します。

障害に する の

障害に する の を るために、 者 を対 とした 前

を しています。 では障害 に応じた を えており、

の取組を していきます。

… を する 。 ー や 、 などの

を って人と ー 、または人と人がつながることを す。

（１）一 とり な情報

（２） 支援の充実
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の ビ 上のための ー ー の受 者

の です。

障害者への 者 、要 者 、 、 相談の合 です。

指標
現状値

令和４年度末

目標値

令和８年度末

ビ 1 上のため ー ー

の受 者
151 人 325 人

指標
現状値

令和４年度末

目標値

令和８年度末

要 の利用 2,423 2,440

…利用者の障害などの や の 合い、 齢や利用環境にか

かわら 、 ら る人々が サ で れている やサービスを利用できる

こと、また の到達 のこと。

障害者による の 利用 に に る施策の 進に する法 （障害者 ビ
・コ ニ ー ン施策 進法）が令和４年に施行 れ、全ての障害者が、社会、 、 化等あら る分 の

活動に するために、障害者が とする の ビ を せる とやコ ニ ー ンの
を せる とが められています。

本市では、 支援者の確保・ ・ の の り みとして、 者や 者の

確保、点 ・ ン 会を開 し、支援者の を りました。 

障害者による 等の重 に する 心・理 を めるための

・ 活動の な の一 として、 の を目的に「あなたも

ー 」を と わに するとともに、所 市

ン ルにて動 を 開し、 での会 や の 介を行

いました。令和５年度までに し、 者 ン ー でも、たく の

の をいただいています。所 市障害のある人もない人も共に生きる社会

くり においても、「 が である」 とを しており、 の

に大きな をもたらしています。 

な の会 から まった「 ー 」ですが、 を重 るごとに市内

の な 所に いて を行うようになり、 では市の や障害に

する スの 介な の も担っています。 れは、 ビ

進法が し進める、 な による の にも しています。 

より市 ー ー に ス ますので、 ひご

くだ い  

42

行 の ビ 上

障害者用 の や ー ー の み上げへの 、 の

、行 が する の ビ の 上に取り組みます。

また、 障害の る人 ない人 共に生きる くり に き、障害者

が ら する を用いるための相談への対応や支援を行います。

の充実

や ー ー 、 の多様な 体を活用して、 を

行います。また、様々な障害 に した対 者に わりやすい な の

に努め、必要な 取 の をしていた くとと に、 1 の活用 につ

いて、 の を しつつ を進めてまいります。

ケー 支援体制の充実

障害者の や を支援するため 者、要 者の を

行うとと に、 者や要 者の を実 し、 の支援体制の充実

を ります。

また、 障害者に対する ケー 支援として、 や

の を支援します。

障害に する の

障害に する の を るために、 者 を対 とした 前

を しています。 では障害 に応じた を えており、

の取組を していきます。

… を する 。 ー や 、 などの

を って人と ー 、または人と人がつながることを す。

（１）一 とり な情報

（２） 支援の充実
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25%

25%

19%
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7%
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13%

22%

23%

42%

29%

18%

34%

24%

30%

6%

4%

6%

13%

や 療 受けら ない

保 きるかわからない

避難 きない

避難所の設備や生 分

避難 わからない

と ーシ ン と ない

避難に関する 手 きない

を めること きない

や 生 用 手 きない

や 生 用 用 きない

その

に こと ない

障害者（n=1,215） 障害児（n=356）

25%

23%

18%

15%

15%

11%

10%

7%

3%

6%

31%

15%

26%

13%

17%

10%

8%

17%

9%

2%

6%

36%

・ ・タクシーの い

い・ 上に障害 ある

通 関の り場 から い

障害のある人 利用 きるト ない

や の リア リー 分

共施設の リア リー 分

障害のある人 利用 きるお ない

標 や わかりにくい

ブ クや 人用の ない

その

特にない

障害者（n=1,215） 障害児（n=356）

主 な

リア リーのまちづくり
・ 共 通 関の利 向上

・障害者も し 通 る の 保（ 分 ）

害 の 安
・災害や避難に関する な 発

・ 災 制の整備

[ ]

[ ]

時に困ったり、 に じることを尋ね
たところ、「 にない」とい 回 を け 、
障害者では「 ・ ス・ ーの が
い」とい 回 が多く、「 が い・

に障害 が る」とい 回 も障害者・障害
児ともに多くなっています。 後も な

くりなどを めていく が ります。

災害時に に ことを尋ねたとこ
ろ、障害児では「自 で で ない」
「 と ー がとれない」
「 を求めることがで ない」など

の が、障害者では「 や
が けられない」「 が で るか
からない」など 後の が挙がっ

ており、災害時の の り などを
めた 災 が求められています。

44

なま くり

な

福祉のまちづくりの推進

福祉の づくり条例や所沢市 市計画

タープ ンに づき づくりを進め し

た

害等 体制

障害者支援 の業務を 市の の

定 障害者へ した福祉避難所の整備を進め

した

安全な の推進

障害者を め市 の な らしを るため

による 災組 や へ

の支援を行い した

主な

障害の る人 ない人 、 が地域で して らしていくことができるよう、 ー

の整備を進めるとと に、災害に対応できる地域の体制 くりや防犯対 を 進していく必

要が ります。
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避難に関する 手 きない

を めること きない

や 生 用 手 きない

や 生 用 用 きない

その

に こと ない

障害者（n=1,215） 障害児（n=356）
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23%
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31%
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い・ 上に障害 ある

通 関の り場 から い

障害のある人 利用 きるト ない

や の リア リー 分

共施設の リア リー 分

障害のある人 利用 きるお ない

標 や わかりにくい

ブ クや 人用の ない

その

特にない

障害者（n=1,215） 障害児（n=356）

主 な

リア リーのまちづくり
・ 共 通 関の利 向上

・障害者も し 通 る の 保（ 分 ）

害 の 安
・災害や避難に関する な 発

・ 災 制の整備

[ ]

[ ]

時に困ったり、 に じることを尋ね
たところ、「 にない」とい 回 を け 、
障害者では「 ・ ス・ ーの が
い」とい 回 が多く、「 が い・

に障害 が る」とい 回 も障害者・障害
児ともに多くなっています。 後も な

くりなどを めていく が ります。

災害時に に ことを尋ねたとこ
ろ、障害児では「自 で で ない」
「 と ー がとれない」
「 を求めることがで ない」など

の が、障害者では「 や
が けられない」「 が で るか
からない」など 後の が挙がっ

ており、災害時の の り などを
めた 災 が求められています。

44

なま くり

な

福祉のまちづくりの推進

福祉の づくり条例や所沢市 市計画

タープ ンに づき づくりを進め し

た

害等 体制

障害者支援 の業務を 市の の

定 障害者へ した福祉避難所の整備を進め

した

安全な の推進

障害者を め市 の な らしを るため

による 災組 や へ

の支援を行い した

主な

障害の る人 ない人 、 が地域で して らしていくことができるよう、 ー

の整備を進めるとと に、災害に対応できる地域の体制 くりや防犯対 を 進していく必

要が ります。
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災害時の応 体制の整備

避難行 要支援者の災害時の避難支援 を に実 の る のにするために

避難 を します。

また、被災した障害者に対する での 対応や相談など、支援体制の整備

を 進します。

防犯体制の充実

ー や 活 を じて地域 活 への を行うとと に、 主

防犯 体の活 を支援します。

指標
現状値

令和４年度末

目標値

令和８年度末

災害時における福祉避難 利用 に する
19 24

避難 での避難生活に支障が る障害者 、要 者に対応できる福祉避難 と

しての 利用や 支援 に する です。

✓ の 防など、自 の

✓ ・ の備 分 上、 分 上

✓ など、障害 に に な備え

✓災害時の との連絡 や 所・ 所を

ー マップ の上 め く など

✓ 定 所 所 ・福祉 所 所

の整備

✓ 防災 ・と っと ー

✓ 資の備 や防災資 の整備

✓災害時 援 定 など

✓ 支援者 障害者や、 を

とする 者など の

✓ の方 を

✓防災訓練の実施 など

災害への備 に

HP 災

す

アプリ タ グ ト に ハ ー

プの 災 ・避難所 プ等を

覧いた け す

自

人や 備え な と を
支える

ま 、 の を整える を防 、 と うと に、
け える を くる

46

福祉のま くりの 進

福祉のま くり 、 都 ス ー に き、 の

ー化を 進するとと に、整備 に たっては ーサ 1 を

取り れ、 が生活しやすい環境整備に努めます。

環境の整備

を する障害者に対して における の を実 すると

と に、障害者や高齢者に した整備 に努めます。また、

者に対し や の生活についての相談支援を行います。

移 しやすい環境の整備

者や ス 者に対して ー 進の きかけを行うとと に、と

こ スの の しやとこ の 行により、移 しやすい環境の

整備に努めます。

また、 い の や の整備において、 が に利用できる

行者 の 保に努めます。

の充実

防災 を防災行 やとこ わ っと ー 、 ー ー 、 たに

した 時災害 FM 77.1MHz など様々な で を ることが です。

また、 防災 避難 の 化により、 み上げ や

が利用できるようになりましたが、 き き障害が る で に

を ることができるよう を進めます。

防災体制の整備

障害が る要支援者の避難 として 避難 となる 備福祉避難 2

福祉 への避難を とする 福祉避難 2 の整備に けて、 に障害

者 を つ 福祉 人 との を進めます。

… 本 人 の を 本 として、障害の 、 齢 、

、人 などにかかわら 、 ての人が かに ら るような を っていこう

とする考え 。
2 …避難 では 分な 援、 護活 が実 できないと

められた障害者や高齢者 の要 者を受け れるための避難 。 避難 に避難

した要 者の 避難 となる 備福祉避難 と、 避難を とする 福祉避

難 が る。

（１） な福祉のまちづくりの推進

（２） ・ 体制の
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災害時の応 体制の整備

避難行 要支援者の災害時の避難支援 を に実 の る のにするために

避難 を します。

また、被災した障害者に対する での 対応や相談など、支援体制の整備

を 進します。

防犯体制の充実

ー や 活 を じて地域 活 への を行うとと に、 主

防犯 体の活 を支援します。

指標
現状値

令和４年度末

目標値

令和８年度末

災害時における福祉避難 利用 に する
19 24

避難 での避難生活に支障が る障害者 、要 者に対応できる福祉避難 と

しての 利用や 支援 に する です。

✓ の 防など、自 の

✓ ・ の備 分 上、 分 上

✓ など、障害 に に な備え
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こ スの の しやとこ の 行により、移 しやすい環境の

整備に努めます。

また、 い の や の整備において、 が に利用できる

行者 の 保に努めます。

の充実

防災 を防災行 やとこ わ っと ー 、 ー ー 、 たに

した 時災害 FM 77.1MHz など様々な で を ることが です。

また、 防災 避難 の 化により、 み上げ や

が利用できるようになりましたが、 き き障害が る で に

を ることができるよう を進めます。

防災体制の整備

障害が る要支援者の避難 として 避難 となる 備福祉避難 2

福祉 への避難を とする 福祉避難 2 の整備に けて、 に障害

者 を つ 福祉 人 との を進めます。
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とする考え 。
2 …避難 では 分な 援、 護活 が実 できないと

められた障害者や高齢者 の要 者を受け れるための避難 。 避難 に避難

した要 者の 避難 となる 備福祉避難 と、 避難を とする 福祉避

難 が る。

（１） な福祉のまちづくりの推進

（２） ・ 体制の
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…人 や う を 用し、た の や などの ケ

が に必要な のこと。
2 …人 の多様 の の 化、障害者が 体

な を な最 限 まで 達 、 な に に することを

とするとの の 、障害の る者と障害のない者が共に 組。

52%

43%

33%

29%

14%

5%

特別支援学校

（ 学 ・ 学 ・ 等 ）

児 発達支援

後等 サービ

一時支援事業所

保育所・幼 園

療 ア児（n=21）

27%

15%

12%

10%

10%

9%

9%

8%

7%

35%

業後の進 ージ きない

のある 生 ない

生や する人の数 足りない

園・学校と児 発達支援・ 後等 サービ

・その の支援等との 分 ない

通園・通学

園 ・学校 の 家 に 分 わらない

業や に い いけない

生の理解 足りない

受け く る園や学校 ない

特に いること ない

障害児（n=344）

主 な

・保育者の ・ の向上のための取組

・障害児の受 な人員

学 の 育体制・ 育
・特別支援教育に関する研修の 実

・学び の なる児 生 への な支援 法の と共

・学校における児 生 の障害に た教育 の 保

学 の充実
・障害児と のこどもとの 等による な学 への支援

[ ]

[ ]

育 、 、学 で すに
たっての を尋ねたところ、「 に
ない」とい 回 を け 、「 後
の 」や「 の る 生が
ない」など多様な が挙がっていま
す。 人 とりの 児 から学 へ
の育ちと学びに り 支援が求めら
れています。

児 1に の を している
ところを尋ねたところ、「自 」が
となっている か、 支援学 などに っ
ている人も られます。 後もイ

ー 教育 ステ 2の に り、
な を する児 生 もともに学 る
くりが求められます。

上 10 まで

48

と の充実

1 … 達に が必要な が、保 において、 の と共に生活するこ

とで、相 の な 達を すことを とした制 。
2 …小 の に している に の障害が る 生 へ、

の障害に応じた の を な で行う の。

保育 の障害 等の

合保育 1 とし 保育園 障害児の受 や

療 ア児の受 を行 とともに 巡回指導

等により保育者の ・ の向上に め い

す

育 の

児 生 への 末の 備を進めた か 通

学 特別支援学 通 指導教 2 特別支

援学校間の を めるとともに 支援員等

を し い す

ク

の時 における な や生活の

の として、障害 が に

えるよう しました。

主な

障害 が、 の前 を問わ 、 な保 を受けられるよう、環境の整備を進め

ていく必要が ります。また、 の活 において 、 やス ー 、 化 の

様々な に し ことができるよう、 を 進していく必要が ります。
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と の充実

1 … 達に が必要な が、保 において、 の と共に生活するこ

とで、相 の な 達を すことを とした制 。
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の障害に応じた の を な で行う の。
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児 生 への 末の 備を進めた か 通

学 特別支援学 通 指導教 2 特別支

援学校間の を めるとともに 支援員等

を し い す

ク

の時 における な や生活の

の として、障害 が に

えるよう しました。

主な

障害 が、 の前 を問わ 、 な保 を受けられるよう、環境の整備を進め

ていく必要が ります。また、 の活 において 、 やス ー 、 化 の

様々な に し ことができるよう、 を 進していく必要が ります。
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障害 を受け れている保 を し、保 への を行

った です。

の 小 において、 生 や保護者を対 として、 支援 や障害

者に対する 進に けた取組を行った の 合です。

指標
現状値

令和４年度末

目標値

令和８年度末

保 の障害 保 への の 1,592 1,610

指標
現状値

令和４年度末

目標値

令和８年度末

支援 や障害者に対する 進のための取

組を行った の 合
93.6 100

障害児が自 し、 人の を 重し
会 を し、 人

福 る めに 、障害児 の
様々な に 育 と の
整備に向け 、 ・教育・福祉の

連携が大 す

、 会 体とし 、 ど 施 の にのっとり、
ど の育 と を く支え く が めら ます

す の ど 大 に 、 的な人 が ら 、 な と す の ど 、大事に育 ら 、 が ら 、
、 る が ら 、 に教育を けら る と や の 度により、自分に する とに を え

り、 会の ま まな に参加 る と す の ど や の 度に 、 が 重 、 ど の と
らにとっ よ とが し えら る と 育 を としながら、 のサ ートが 分に 、 育
とが し ど 、 と 様の が る と や 育 に を 、 を ら る 会を くる と

の支援 画に づ 、
支援 や通 教 の
や の などに

より 々の に し 教
育 を

サービス、 育所
支援などの制度により、

会 を育 、 る とを
やす、 る 所となる
など、 ど の育 を支援

の 、整っ ムの
や、 事 、 、 しなみ

を整えるなど、 会に く めの
となる ス を に ける

連携・

50

保 環境の整備

や により、保 者の の 上を るとと に、保 、

と 支援 の に努めていきます。

また、 の保 、 が障害 を受け れるために を 用する 合の

の を します。

体制の整備

の において な を要する 生 に対しては、 支援 支援
1を し、支援を行います。

の る 多様な の の充実に け、 、 支援 の

な を していきます。また、 支援 との を め、支援 2

を 充するとと に、 や共同 を 進します。

また、 を じて に対する 支援 への 進を るとと に、

福祉 や地域の との により、 合 な の時 の体 活

を して福祉 の充実を ります。

環境の整備

を活用した多様な へ対応した の を進めます。

小 からの要 に対して、 生 の障害に応じた必要な を行うとと に、

の や に併 て、 ー や 福祉の

ま くり に き ー を行います。

の充実

で障害 の受 れを行う か、障害 支援 3 と

保 の を行い、 ど た が共に する を けます。また、生

進 ーや では、 の受 れ体制 の環境整備や ス ー に

おける多様な 活 への支援を 進していきます。

1 … の において、 の を必要とする 生 のために、

活 上のサ ー や 生活の介 を行う支援 。
2 …障害の る 生 が、 する または 以 に 支援

を くことで必要な 活 を行う、 の 組。
3 … の 達に らかの や障害の る ど が、 や など小

は の活 を じて していけるよう支援する、 福祉 上のサービ

ス。

（１） 育・保育の充実

（２） ク ーシ 育システ の推進

（ ） な学 の充実
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67%

56%

54%

46%

要な いる

職場 の 割分 ある

調 や ク状 等の の

相談 ・対 ある

障害者対 に関する研修を受けら る

市 （n=195）

53%

49%

46%

40%

36%

32%

31%

28%

27%

21%

21%

14%

2%

9%

82%

78%

67%

73%

58%

46%

35%

38%

52%

34%

16%

24%

1%

1%

障害の状 にあった 事 あること

障害に対する の理解 あること

障害の状 にあった 務条件 あること

った時サ ート 受けら ること

あること

通 手 あること

通 等の 保障 あること

設備 障害に いること

やり いのある 事 あること

障害のない人と一 に けること

事 きること

職業 実すること

その

特にない

障害者（n=1,215） 障害児（n=356）

業等

きたい

33%

わからない

25%

業等への就職に

な る就労

や作業 の

施設に通いたい

12%

業等への就職に

な らなく も

よい 作業

の施設に通いたい

11%

障害児（n=356）

主 な

障害者雇用促進 向 づくり
・ った時にサ ート 受けら るよ な職場

・事業者の障害に対する理解

就労 び 向 支援
・職業 備 の向上

・障害者 人の 向や障害の状 を た な就労 ・ の 定

・一 就労後の職場定 支援（障害者及び事業者 そ への支援）

・福祉 就労の 会の 保

[ ] [ ]

[ ]

上 4 まで にしてい たい活 を
尋ねたところ、障害児の
33 が「 で たい」
と 、福祉 就労を め就
労 の る人が を
ています。障害者では就労を
まない人も多いものの「
で たい」人も次いで

多く、 の と就労を な
げる支援が求められます。

障害の る人が く で、 と ことを
尋ねたところ、障害 事者では「障害の に
った 事 」「障害に する の 」

「困った時のサ ー 」など、 からは「
な の 」「 な 」「 時の

・ 応」などが挙がっており、就労
のための くりが求められています。

きたいと

わない

22%

業等

きたい

18%
わからない

15%

その

9%

障害者（n=1,215）

52

用 の 進

者 の ・

障害者 用を行 事業者に 成するとともに 障

害者 用に理解のある な事業者の を行

い した

会等の

用・労 分 の 関の職員に 会等の 員

を し 障害者の就労に向けた を り

した

な就労 の支援

障害福祉サービ 事業所等に 福祉 就労や

就労に向けた 行支援の 会を するととも

に 一 就労に い ところざわ就労支援セ

ンターにおい 障害者の就職への支援や 職場

定 に向けた支援などを実施するなど 障害特

やその時 の の状 に た就労支援を行

い した

主な

と福祉の

場の 利用など 関 と協 ・ 共

を行い 市 障害者施設の 業 の場の

に め した た 障害者施設の施設 就労

の 会を やすため 市 業者の 作業に

い 業者と施設との しを行い した

く の る障害者が の に応じて を 分に することができるよう、

の に対する支援や の 保、福祉 の充実を るなど、 合

な支援を 進していく必要が ります。

会社き クトリー き
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労 の る人が を
ています。障害者では就労を
まない人も多いものの「
で たい」人も次いで

多く、 の と就労を な
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尋ねたところ、障害 事者では「障害の に
った 事 」「障害に する の 」

「困った時のサ ー 」など、 からは「
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い した

会等の
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を し 障害者の就労に向けた を り

した

な就労 の支援

障害福祉サービ 事業所等に 福祉 就労や

就労に向けた 行支援の 会を するととも

に 一 就労に い ところざわ就労支援セ

ンターにおい 障害者の就職への支援や 職場

定 に向けた支援などを実施するなど 障害特

やその時 の の状 に た就労支援を行

い した

主な

と福祉の

場の 利用など 関 と協 ・ 共

を行い 市 障害者施設の 業 の場の

に め した た 障害者施設の施設 就労

の 会を やすため 市 業者の 作業に

い 業者と施設との しを行い した

く の る障害者が の に応じて を 分に することができるよう、

の に対する支援や の 保、福祉 の充実を るなど、 合
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会社き クトリー き
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とこ わ 支援 ー 者のう 、 に した人の人 です。

障害者 達 進 に き、障害者 から 達する の実 です。

指標
現状値

令和４年度末

目標値

令和８年度末

とこ わ 支援 ー 者の 者 760 人 850 人

指標
現状値

令和４年度末

目標値

令和８年度末

障害者 からの 達実 13,566,143 14,000,000

定 ・ 支援事業所による ス ト
マ 度 研

支援 の実
自 訓練 支援

など

職務の 行

職業生 の 行

生 の 行

・障害の 理

く めの とし 大 な
や の自 の

上に、 業 を に け
ます

福祉 就労

就
労
継
続
支
援

Ａ
型
事
業
所

就
労
継
続
支
援

Ｂ
型
事
業
所

一 就労

一
般
雇
用

障
害
者
雇
用

く らのサ ートの

所 市では、 年 より、障害者が会 年度 用 として

く障害者 ン ス わくわく を開設し、 な障害やその

を理 し、 の能 が できる くりを進めています。

わくわく という は、「 業」や「 く」を する と、

によって自 の や に対しわくわくする を しており、全

から親しまれるよう いを めてつけたものです。

では、障害 ・ 度 な の障害者が、 所 の定

型的業 を担い、活 しています。

・ 確、かつ な 事 りを れ、 わくわく は市 所に

可 な となっています。

事

障害者 の や 、 の時々の の に 、様々なしくみを し 、
の人らしく く とを し ます

54

障害者 用の 進と の 保

障害者を 用するための 環境の整備 を行う 者に対する や障害者 用

進 に く 1 の に対する の を行い、障害者 用の の

保を ります。

また、障害者 用に の る な 者を する 、障害者 用の 進を

ります。 の か、 の を やすため、 と福祉の の を進めるとと

に、 者 福祉 の相談対応を行います。

に けた支援

とこ わ 支援 ーにおいて、 との や 、 と

の 整、 について対応し、障害者の を支援します。

また、 ー ー や 支援移行 と 共 を行うとと に、とこ

わ 支援 ーが する を じて、地域の障害者 用 に け

た との 体制の充実を ります。

らに、 障害の る人 ない人 共に生きる くり に き、

者に対して障害者が きやすい環境の整備の必要 に する や を行い、

の 進に努めます。 の か、多様な の つとして、 のサ

ー を行います。

福祉 の充実

に 用 れることが 難な障害者に対して、障害福祉サービス や

地域活 支援 ーでの生 活 の福祉 の を 保するために、 の

環境の充実を ります。

また、 による障害者 からの の 達の 進 に する 以

障害者 達 進 という。 に き、障害者 からの の

達を 進するとと に、 と し、障害者 での受 や の

上に けた取組を進めます。

の の充実

に の を げることを す障害者に対し、障害福祉サービス

で 生活 や 備 の のための の充実を ります。

… 主が障害者の 用に の をした を し、 の要 を

たす 合には、 として の に 用 れている 者を に 用 れて

いる のとみなして、実 用 を できる制 。

（１）雇用の の

（２）就労の実 と 向 支援
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を理 し、 の能 が できる くりを進めています。

わくわく という は、「 業」や「 く」を する と、

によって自 の や に対しわくわくする を しており、全

から親しまれるよう いを めてつけたものです。

では、障害 ・ 度 な の障害者が、 所 の定

型的業 を担い、活 しています。

・ 確、かつ な 事 りを れ、 わくわく は市 所に

可 な となっています。

事

障害者 の や 、 の時々の の に 、様々なしくみを し 、
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障害者 用の 進と の 保

障害者を 用するための 環境の整備 を行う 者に対する や障害者 用

進 に く 1 の に対する の を行い、障害者 用の の
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また、障害者 用に の る な 者を する 、障害者 用の 進を

ります。 の か、 の を やすため、 と福祉の の を進めるとと

に、 者 福祉 の相談対応を行います。

に けた支援

とこ わ 支援 ーにおいて、 との や 、 と

の 整、 について対応し、障害者の を支援します。

また、 ー ー や 支援移行 と 共 を行うとと に、とこ

わ 支援 ーが する を じて、地域の障害者 用 に け

た との 体制の充実を ります。

らに、 障害の る人 ない人 共に生きる くり に き、

者に対して障害者が きやすい環境の整備の必要 に する や を行い、

の 進に努めます。 の か、多様な の つとして、 のサ

ー を行います。

福祉 の充実

に 用 れることが 難な障害者に対して、障害福祉サービス や

地域活 支援 ーでの生 活 の福祉 の を 保するために、 の

環境の充実を ります。

また、 による障害者 からの の 達の 進 に する 以

障害者 達 進 という。 に き、障害者 からの の

達を 進するとと に、 と し、障害者 での受 や の

上に けた取組を進めます。

の の充実

に の を げることを す障害者に対し、障害福祉サービス

で 生活 や 備 の のための の充実を ります。

… 主が障害者の 用に の をした を し、 の要 を

たす 合には、 として の に 用 れている 者を に 用 れて

いる のとみなして、実 用 を できる制 。

（１）雇用の の

（２）就労の実 と 向 支援
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22%

19%

16%

15%

13%

9%

8%

7%

6%

6%

通

障害 くなったり 状 進

診 や の ・調 にお かかる

生 等の ある

状を にくい 分からない

く な 療 けら ない

健康を保 法 わからない

障害に理解や のある 療 事者 ない

診や人間 クを受けにくい

障害に た受診 制 整っ いない

障害者（n=1,215）

主 な

障害の とな 等の ・ 療
・障害の 発見や 家族に対する 支援

保健
・健康に対する しい理解の促進等による健康づくりの 進

・ 療 者への健康指導

保健医療体制
・訪問診療・ 診に対 な 療 制の整備

・ 度精神障害者に対する な支援

[ ]

の で困っていることを
尋ねたところ、障害者では
「 が 、 が 」
「障害が くなったり、
が 」「 やくすりの
・ にお がかかる」な

どが多くなっています。
障害児では「 が 、
が 」「 くで な
が けられない」が に

多くなっています。
な を はもと

り、 身の が して
る 、 の
や 事 などの し

た支援を めていくことが求
められています。

26%

25%

13%

13%

12%

10%

8%

8%

5%

3%

通

く な 療 けら ない

障害に理解や のある 療 事者 ない

状を にくい 分からない

障害に た受診 制 整っ いない

分なリハビリテーシ ン 受けら ない

診 や の ・調 にお かかる

障害 くなったり 状 進

診や人間 クを受けにくい

保健・ 療 に い 相談するところ ない

障害児（n=356）

56

保 の充実

…生活上の 題を えながら ら援 に スできない 人や に

対し支援につながるよう に対 者の る に いて きかける取組のこと。
2 … 小 き を する 。 で介護をしている が

を取れるようサ ー すること。

ア リー 1支援

精神 や 精神保健福祉士等の 療と

福祉の 職 成 たチームによるアウトリ

ーチ支援事業を実施し した

障害の

保健対 や乳幼児健康診査等による 障害

の 発見・ 対 に向けた取組を実施し し

た

障害者 一

人 た 家族の ト や ト 2 を

目 とし 市 の支援施設に 間 するこ

と きる取組を実施し した

リ ビリテーシ

の 回 と社会 や社会 を目

とした やリハビリ相談などを実施し

した

主な

保 人 の 保、難 に する 、障害の となる の 防 に

する を 進し、障害者が な地域で必要な や ビ ー を受けられる

よう、地域 体制を充実 ていく必要が ります。
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…生活上の 題を えながら ら援 に スできない 人や に

対し支援につながるよう に対 者の る に いて きかける取組のこと。
2 … 小 き を する 。 で介護をしている が
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福祉の 職 成 たチームによるアウトリ

ーチ支援事業を実施し した

障害の

保健対 や乳幼児健康診査等による 障害

の 発見・ 対 に向けた取組を実施し し

た

障害者 一

人 た 家族の ト や ト 2 を

目 とし 市 の支援施設に 間 するこ

と きる取組を実施し した

リ ビリテーシ

の 回 と社会 や社会 を目

とした やリハビリ相談などを実施し

した

主な

保 人 の 保、難 に する 、障害の となる の 防 に

する を 進し、障害者が な地域で必要な や ビ ー を受けられる

よう、地域 体制を充実 ていく必要が ります。
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保 体制の充実

障害者に する しい や の 上のため、ここ の に する を

します。また、 や 護 、 保 福祉 の ー が、 な

障害者を対 に 問 の支援を行うとと に、 には 分野の 者が し

障害者を支える な地域生活支援の を します。 の か、 障害者

が地域生活を る上で必要な 合に、本人または が の 障害者支援

に 時 に することができる 障害者 時 を実 します。

が実 する か か 歳 か 歳 の を受

している の 合です。

指標
現状値

令和４年度末

目標値

令和８年度末

による相談 制 問 ビ

の相談者
51 人 70 人

などにより 体 に支障を し、 活 を制限 れている などに対し、

が に対応する相談者 です。

指標
現状値

令和４年度末

目標値

令和８年度末

障害者 ー 支援 の

者
160 人 200 人

問 ー による 受 者などへの 期支援や、 の を防 支援を

して行う 障害者 ー 支援 の 者 です。

指標
現状値

令和４年度末

目標値

令和８年度末

受 96.4 99

58

障害の 防 期 体制の充実

問 、 、 相談を実 するとと に、 期からの の支援

や 期の保 、 期 の充実を ります。また、 こど 支援

ー 達支援 において、 達障害に する相談や支援を行います。

障害の の充実

体 の と や を とした による相談や

などを実 します。また、 の障害の と を るために、 支援 の

な利用を 進します。

くりの 進

生活 の 防や に する しい の 進を るため、 保

ー での 相談や 、また、 きを とした くりを実 します。

の か、人 や 、 が について、利用しやすい環境を整備す

るための を進めます。

保 の充実

同じ障害や を える 者や 同 の の充実に努めます。また、

で の人や生活 防が必要な人に対して、保 、 、 生 、

が 問による保 を行います。

地域 の充実

を必要とする障害者が で して ら るように、 、 、

の との 体制の充実と必要な の に努めます。 らに、

な を に できるよう、 や における 体制の充実に努

めます。また、 お らでは障害の を まえ、 の での

が 難な が して を受けられる体制を に実 します。

（１） ・ 療の充実

（２）保健 の推進

（ ） の保健医療体制の充実
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などを実 します。また、 の障害の と を るために、 支援 の

な利用を 進します。

くりの 進

生活 の 防や に する しい の 進を るため、 保

ー での 相談や 、また、 きを とした くりを実 します。

の か、人 や 、 が について、利用しやすい環境を整備す

るための を進めます。

保 の充実

同じ障害や を える 者や 同 の の充実に努めます。また、

で の人や生活 防が必要な人に対して、保 、 、 生 、

が 問による保 を行います。

地域 の充実

を必要とする障害者が で して ら るように、 、 、

の との 体制の充実と必要な の に努めます。 らに、

な を に できるよう、 や における 体制の充実に努

めます。また、 お らでは障害の を まえ、 の での

が 難な が して を受けられる体制を に実 します。

（１） ・ 療の充実

（２）保健 の推進

（ ） の保健医療体制の充実
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46%

34%

29%

27%

21%

20%

19%

17%

16%

16%

7%

5%

3%

2%

対 なシ ート テ

グループホーム・ 所施設

の支援を行 事業所

度障害に対 な通所施設

の支援を行 事業所

相談支援事業所・相談支援 員

のための生 の の場

障害者 きるア ート

児の療育 療 関

障害者 士の の場

特別支援教育を受けら る場

・ 予 のための の場

その

特に 足し いるもの ない

事業所（n=134）

72%

67%

57%

54%

52%

21%

21%

11%

2%

1%

家族（ 等）へ き後 に い

もら よ きかける

所や 利用により

人 施設 の 備を進める

利用者 を関 関 予め共 する

現 の生 状 を しく する

成年後見制度の利用を する

サービ の支 を やす

サービ の を やす

その

特別な支援 要ない

わからない

事業所（n=97）

主 な

支援
・相談支援事業所・相談支援 員の 足や の

・相談支援事業所・相談支援 員の への定

の支援体制
・ 定した支援 制 に向けた 分 関 のための取組

・事業者向けの ルア プ研修会の実施

・福祉人 の 保と育成 へ定

な

  [事業 ]

[事業 ]

サービス 事 者に している
を尋ねたところ、「 応が

な ー ステイ」「 ー ー
・入 」「 の支援を 事
」などが挙がっており、 生活支

援 における 時の 入れ・ 応
などの を らに めていく が
ります。

亡 後が な 者に して、
と 支援を尋ねたところ、「家

族 へ 亡 後 に いて
てもら 」「 入 や

に り、本人、 、 の を
める」などが挙がっており、

をはじめ、 生活支援 の
が求められています。

60

支援体制の充実

1 … 障害者が、地域の として、

して 分らしい らしができるよう、 、障害福祉 介護、 、 まい、地域

の け合い、 が に 保 れた ス 。

障害の 解促進と支援

発達障害に関する相談支援の か 研修や 発

事業等の 支援 児 福祉法に づく障害児

通所支援を実施し した

障害支援体制の

精神障害者 し らすために

支援協 会の を通し 療や福祉などによ

る な支援を し い す

支援

所沢市 相談支援センターにおい 障害者の

対 きるよ 24 時間 365 問い合

わ な を設 し した た 市 の

障害者支援施設におい 障害者の 時にお

ける な受 ・対 きる 制を整

した

支援体制の

相談支援事業所の 相談支援

員へ ーア プ研修会の実施 人事業所の

見 場所の 等を行なっ い す

た 所沢市 支援協 会の を通し 問

や 対 要な事例などへの を

進め した

主な

障害者が な で に相談できるよう、地域の支援体制の整備を進めていく必要が

ります。整備に たっては、 地域生活支援 や 障害に 対応した地域 ケ

ス 1 などを取り れながら、 分野多 との を進めていくことが 要です。
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の支援体制
・ 定した支援 制 に向けた 分 関 のための取組

・事業者向けの ルア プ研修会の実施

・福祉人 の 保と育成 へ定

な

  [事業 ]

[事業 ]

サービス 事 者に している
を尋ねたところ、「 応が

な ー ステイ」「 ー ー
・入 」「 の支援を 事
」などが挙がっており、 生活支

援 における 時の 入れ・ 応
などの を らに めていく が
ります。

亡 後が な 者に して、
と 支援を尋ねたところ、「家

族 へ 亡 後 に いて
てもら 」「 入 や

に り、本人、 、 の を
める」などが挙がっており、

をはじめ、 生活支援 の
が求められています。

60

支援体制の充実

1 … 障害者が、地域の として、

して 分らしい らしができるよう、 、障害福祉 介護、 、 まい、地域

の け合い、 が に 保 れた ス 。

障害の 解促進と支援

発達障害に関する相談支援の か 研修や 発

事業等の 支援 児 福祉法に づく障害児

通所支援を実施し した

障害支援体制の

精神障害者 し らすために

支援協 会の を通し 療や福祉などによ

る な支援を し い す

支援

所沢市 相談支援センターにおい 障害者の

対 きるよ 24 時間 365 問い合

わ な を設 し した た 市 の

障害者支援施設におい 障害者の 時にお

ける な受 ・対 きる 制を整

した

支援体制の

相談支援事業所の 相談支援

員へ ーア プ研修会の実施 人事業所の

見 場所の 等を行なっ い す

た 所沢市 支援協 会の を通し 問

や 対 要な事例などへの を

進め した

主な

障害者が な で に相談できるよう、地域の支援体制の整備を進めていく必要が

ります。整備に たっては、 地域生活支援 や 障害に 対応した地域 ケ

ス 1 などを取り れながら、 分野多 との を進めていくことが 要です。
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の 相談支援 障害 相談支援 の です。

こど と福祉の 2 の こど 支援 ー 達支援 の利用者

です。

4 8

相談支援 障害 相談支援
22 か 23 か

4 8

こど 支援 ー 達支援 の利用者
95.9 100

所沢市自立支援協議会について

障害者 合支援法に 定 れている会 体です。所 市において障害者の生活を支えるために、障害
福祉サービスを適切に する体制 くりと、そのための による ー りのための
を行っています。また自立支援 会は地域における障害を理 とする の に けた を行
う障害者 支援地域 会としても活動しています。

定例会、臨時会、実務者会議
事業所連絡会議

部会、プロジェクトチーム

防災訓練参加促進
事業所製品の販路拡大の取組「ぷらっとマーケット」
サービスのミスマッチを減らす取組「プロジェクトR」

障害者及びその家族 た きる生 を支 す

事例検討会などを通し、相談支援専門員の資質・技術の向上を図ります相談支援部会

様々な障害福祉サービスに従事する方向けの研修を企画・実施します研修部会

精神疾患を抱える人が暮らしやすくなるよう、様々な分野の支援者のネット
ワークづくりを進めます

こころ部会

教育と福祉の連携推進など、障害児の支援体制の整備に取り組みますこども部会

重度の知的障害と重度の肢体不自由が重複する方の支援体制の検討に取り組
みます

重症心身障害部会

5 の 会 発に し い す

所沢市自立支援協議会とは？

こんな活動をしています プロジェクトに取り組んでいます

令和５年度は
約１００回
会議が開催されました

62

合 な相談体制の

相談支援 ーと 相談支援 において、障害者の の りの

相談に対応するとと に、 達障害に する相談、 相談、 相談 につ

いて な において対応します。 して、 相談 の を 化し、

ス での対応を にするよう努めます。

また、相談支援 に の る 人 に対する や を行うとと に、

相談支援 相談支援 が地域に するための 支援を行い、 の相

談支援体制の充実を ります。

ケ の充実

障害者 人 とりに なケ を行うため、相談支援 によるサ

ービス 利用 の を進めます。また、地域生活に移行する障害者に対して、

者の 整 の支援を に実 します。

障害に 対応した地域 ケ ス の

精神障害者 の一員とし し 分らしい らし きるよ 療 障害

福祉・ 社会 い の け合い 教育 に 保 たシ テムの

を目指し す

地域生 支援 の整備

障害者の 度 ・ や き後 を見 相談 時の受 ・対 の

会・場 人 の 保・ 成 の 制づくり等 生 支援 に 要な

の 実を り す

サービスの の 上

所沢市 支援協 会におい 生 事業所 会 ・就労 支援事業所

会 ・グループホーム等 会 ・障害児通所支援事業所 会 ・ 支援センタ

ー 会 を し い す 後も関 者の ト ーク を るとともに 市 福

祉サービ 事業所に対し や ルア プに な る研修を行い におけ

る福祉サービ の の向上に め す

（１） 支援の充実

（２） の支援体制の充実
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合 な相談体制の
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（１） 支援の充実
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第

２
章

185737_第6次所沢市障害者支援計画-1.indd   63 2024/04/17   11:32:35



第 章

65

第

２
章

35%

34%

27%

25%

20%

18%

15%

15%

13%

12%

12%

12%

11%

11%

9%

9%

5%

3%

3%

18%

49%

22%

23%

28%

13%

35%

14%

13%

10%

15%

12%

18%

20%

6%

8%

19%

17%

39%

6%

14%

家族 くなった後の生 のこと

に関すること

災害時のこと

家事や の回りのこと

療やリハビリのこと

就労のこと

通 関の利用のこと

や生き いを こと

のこと

障害に理解 ないこと

事の相談に関すること

要な を ること

理のこと

家族関 のこと

現 の援 （ ）のこと

社会 のこと

達のこと

教育・学 のこと

その

特にない

障害者（n=1,215） 障害児（n=356）

主 な

上 の 安の
・ 人の する （ グループホーム等）の実現に向けた支援

・ き後 の生 に向けた 人 家族 支援者等の 備

・障害者への 支援の な実施

福祉サービス等の充実と制 の の 保
・ サービ や通所サービ の な利用支援

・社会 に対 した福祉サービ の

・障害特 の と ーズの 向上

障害者支援の充実
・ 療 ア児支援のための取組

[ ]

本人が困っていることを尋ねたとこ
ろ、障害者・障害児ともに「家族が
亡くなった後」のことを挙げてお
り、障害者では次いで「収入」「災害
時」「家事や身の回り」など、障害児
では「教育・学習」「就労」などが多
くなっています。
障害児への育ちと学びの支援や就労
支援から、障害者への自立した生活
に向けた支援へ、ライフステージに
応じた切れ目のない福祉サービスや
様々な支援が求められています。

64

福祉サービス の充実

1 … 体の われた 分や障害の る 分を い、 生活や くことを する

用 。 人 つえ、 、 、 いす、 行 など。
2 … 、 用 、 ー ー ー、 ス、ス

用 など、 の障害者の 生活がより に行われるために用いられる用 。

医療 ア 等 の支援

に 障害児を支援する障害児通所支援

事業所や 療 ア児を受 な 一時支

援事業所の整備を進めるとともに 療 ア児

支援の 会の 等を通 保健

療 福祉その 関 関とともに 共 や支

援 制整備を進め した

の

した生 を する障害者の の整備を

支援するとともに 要な 所支援に め し

た

福祉 ・医療 等

度障害者に福祉手 の支 や 療 の 成

福祉タクシー 用 ・ リン の を行

とともに 1 や 生 用 2 の な

利用に関する を行い した

主な

障害者が み れた地域で 生活や 生活を るためには、 々の生活の援 や福祉サ

ービス の充実が必要になります。また、 な福祉サービスの のため、 からの

との 必要です。

所沢市 プ ペ
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支援

障害者の地域移行を 進する で、地域において 支援を に必要とする

障害者が いる で ることを まえるとと に、障害者の き を え、

福祉 人 による障害者支援 の整備 に対して、 整備に する 整

について し、必要な 支援の につながるよう努めます。

障害者 障害 けサービスの充実

障害者が み れた地域で して生活を るために必要な サービスや

サービスを する に対し、 障害者を受 れ なサービス 体制の

整備を きかけていきます。また、 生活が 難な障害者の ー に応じ、 し

た地域生活を るための支援や、 に につなげるための支援に努めます。

指標
現状値

令和４年度末

目標値

令和８年度末

ー ー の整備 362 人分 400 人分

において共同生活援 ー ー の を受けている の の

合 です。

（ ）福祉サービス等の充実

本市では、障害のある人の地域移行を進めると共に、障害者の重度化・高齢化や親亡き後に備え、障害のある人が

地域で安心して暮らせるよう、その生活を地域全体で支える「地域生活支援拠点整備」事業を進めています。

本事業の一つには、介護者（親族等）の急な疾病や事故、ご本人の状態悪化等の緊急時に、緊急的に施設等で受

入れる体制を確保する「障害者等緊急短期入所」事業があり、令和５年に開所した市内４つ目の入所施設である「指

定障害者支援施設 ぷらす」では、その一端を担っています。 

重度化・高齢化や親亡き後に備える施設というだけでなく、新型コロ

ナウイルス感染症のような感染症が流行した際に、感染（疑い）者と他

の入所者の動線が交わらないように部屋分けする、ゾーニング対応が

可能なつくりとなっており、施設内での感染拡大を防止する対策のひと

つとなっています。

市内には６か所の市立障害福祉サービス事業所があり、市内社会

福祉法人が指定管理者となって、利用者のニーズや地域課題の変化

に合わせ、住み慣れた地域の中で自分らしく、より豊かに生活できるよ

う適切な支援のもと運営をしています。 社会福祉法人 の実会

66

生活環境の整備

障害者が み れた地域で して生活ができるよう、 者に対して、

障害者を受け れることができる ー ー の整備の きかけを行い、 の整備

に対して支援をするとと に、 の が地域に していくことができるよう、

との の 進を ります また 障害者の した活 に必要な や

生活用 を に します。

らに、 き の障害者の生活の 備を進めるため、 期 や体 利用に

よる本人 の 備や、 へ き について考えて らうための きかけ

を行います。

支援の 進

障害や 障害 で に 難を える障害者が、 生活や 生活に

して らの が れた生活を ることができるよう、障害福祉サービス の

に る 支援 に った対応について を進めるとと に、

障害福祉サービス 者 に対して を ります。

また、 制 の利用の や、 の生活 に合わ た福祉サービスの

支 の し を行い、高齢化が進 障害者や への支援の充実を ります。

の 進

障害者が生 を し、 に した生活を れるよう、移 に する 用の

、 障害者に対する福祉 の支 や の を行います。

ケ への支援

ケ と の が な地域で して必要な支援を受けられるよう、利

用できる サービスの 保に努めながら、 ケ 支援の に

おいて、保 、 、福祉 の の が ケ に する 共 や

を行うとと に、 ケ に する ー ー ーが、 者や支援者

からの相談に応じ、支援に必要な につな ます。

障害者への支援

の障害者 において、 障害者への な支援や、 障害者の 活

や の の 保を前進 るために、障害福祉サービス の 共 や

の充実に努めます。また、 整備に たっては、 な限り、 障害者を

受け れることができる環境となるよう、 者への きかけを行います。

（１） 向 支援の充実

（２） 障害者支援の充実
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ン 達 一 （KAZ)

クリ リー

事 一

68

障害者 の の

f

障害者作品展の受 作品の

令和 5年 12 1 から 8 所沢市 所 市 ホールに 障害者作

品展 した 会場 に 市 の障害者施設の利用者等 作成した

画や 作などの作品 展 くの にお しいた き した

このページ 計 252 の作品の から 出 たト ろ 受 作品

10作品の 8作品を し す

の っ ク ク 上 こ き セ

ところ ータ たっ のこどもたくのすきないろ
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70

第 ス ー

１． ステー の

障害者が地域で して した生活を るためには、分野 との に え、

障害者 人 とりの ス ー に応じた支援を行っていくことが必要です。この

ため、 期 小 前 、 齢期 小 17 歳 、 期 18 歳

39 歳 、 期 40 歳 64 歳 、 高齢期 65 歳以上 の 5 つの ス ー

を し、 れ れの で必要と れる支援を に取り組 でいき

ます。

との を まえ、 ス ー において、 に められている支援や

を するとと に、 ー の高い に する、障害福祉、 、保 、

、 用 、高齢者福祉 、分野 の について します。

なお、 5 4 1 からこど が れたことにより、障害 に す

る支援の 分が 生 からこど の となりました。制 のは まへ

の 、 に 齢期から 期への な移行に けた れ のない支援を して

取り組みます。

ス ー の ー

第 ス ー

期

齢
期 期 期

高
齢
期

小 前

、保 、

、障害福祉

小 から

17歳まで

、障害福祉

18歳から

39歳まで

用 、

障害福祉

40歳から

64歳まで

高齢者福祉、

障害福祉

65歳以上

高齢者福祉、

障害福祉

障害 障害者

児 発達支援 後等

サービ などの通所支援

障害児 所支援

保育所や 後児 ク ブ

など一 施設 の受

社会 との

就労支援

生

グループホーム

施設 所支援

な

な

相談支援 （ホーム ルプ） シ ート テ などの児・者共通サービ
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２． 支援の

れ れの でどのような支援が められているかを分 するため、 の障害

者に対して実 した ケー から、 の の と必要 の を し、

ス ー に分 しました。

体 には、 5 障害者支援 に げた 18 の障害者 について、

と必要 を 5 で していた き、 と必要 の れ れの を

として、4つの に分 しました。

必要 が高いが、 は い

必要 が く、 い

必要 が高く、 高い

必要 は いが、 が高い

ス ー の 題を える分野について、最 や

の を に に取り組 でいく必要が ると考えられます。

障害 者 体

い

い い い

リア現状 リア

リア リア

満

足

度

必 要 性

障害者 の 進 の防 や障害者の 利を るための支援 障害者の 活 への の

支援 の障害者 進 に みを相談できる体制の充実 生活環境の整備や

の支援 福祉サービスの充実 障害の 期 や対応の 進 くりや の 防の 進

地域の 体制の充実 障害 のための 保 の 進 障害 と障害のない が に ため

の取組 生 を じた の の 障害者の 用 の 進 わかりやすい の

や 、 ケー の支援 が利用しやすいま くりの 進 災害対 や犯

罪防 の体制 くりの 進
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． （ 学 学 ）の支援

（１） の の

期は、生 にわたる人 の が われる 要な時期です。この時期の

支援は、 の本人にとって、充実した生活を る上で に 要です。また、この

ような時期においては、保護者について 、 ど の障害の受 が難しい、 に

する みが るといった、様々な問題を えています。

このため、障害 本人に対しては 、保護者の 体 な を

するために 、 体に対する支援を行う必要が ります。

（２） 支援（ア ー ）

前 と すると、 の障害者 進 障害の 期 や対応の

進 、 地域の 体制の充実 で が上がっていますが、 障害 のための

保 の 進 生活環境の整備や の支援 が利用しやすい

ま くりの 進 は き き最 の が められています。

必 要 性

い

い い い

満

足

度

前回調査からの を す リア現状 リア

リア リア

障害者 の 進 の防 や障害者の 利を るための支援 障害者の 活 への の

支援 の障害者 進 に みを相談できる体制の充実 生活環境の整備や

の支援 福祉サービスの充実 障害の 期 や対応の 進 くりや の 防の 進

地域の 体制の充実 障害 のための 保 の 進 障害 と障害のない が に ため

の取組 生 を じた の の 障害者の 用 の 進 わかりやすい の

や 、 ケー の支援 が利用しやすいま くりの 進 災害対 や犯

罪防 の体制 くりの 進
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（ ） な ・支援

障害を 期に し、支援を するため、必要な の や の

の を行います。

また、障害 と保護者が して ら るよう、保護者支援の充実や相談支援、障

害 保 の な実 に取り組みます。

主な事業

保健事業

からの健康 理の支援に め 訪問指導 乳幼児

健康診査 健康相談等を通 保 者を支援し 乳幼児の

健 な発育・発達を り す

発達支援事業

所沢市こども支援センター（発達支援）におい 発達障

害に関する相談支援や通所支援を行い す た を

生かした巡回支援や 発 等の 支援に取り組

す

障害児保育の実施
保育園等 の 合保育を通 お いの成 ・発達を促

すこと を する保育を 実し す

（ ） の協働

期では、保護者は、わからないこと らけの で に まなけれ なら 、

の がとて きい のと われます。

こで、 福祉の 分野が で、保護者に対して、 った時に に

対 するための を行うことで の の を ります。

また、 分野が 分野への を めることで、保護者からの相談に応じて、分野

を した な支援へとつなげることができるよう、 分野 の のための

取組を 進します。

主な事業

障害児の保 者に

対する

教育・ 療・福祉等の分 し 保 者に対し か

あったときの相談 や相談 法 った時の対 法等の

を するための手法に い 調査研 を行い す

72
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74

．学 （ 学 学 １ ）の支援

（１） の の

齢期は、 生活 を じて や を に け、 の に けて

人 を していく、 と の時期です。

このため、障害 や保護者の ー や に応じた な の実 や地域での活

の充実 、 をするための取組が となります。

また、 から小 への な移行に けて、 の

に するきめ かな取組 要です。 らに、 は、進 の など、本人

の を実 するための支援を行う必要が ります。

（２） 支援（ア ー ）

前 と すると、 地域の 体制の充実 障害者の 用 の

進 わかりやすい の は が上がっていますが、同じく最

の 障害 のための 保 の 進 生活環境の整備や

の支援 の障害者 進 とと に き き が められます。

い

い
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リア リア
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度

必 要 性

前回調査からの を す

障害者 の 進 の防 や障害者の 利を るための支援 障害者の 活 への の

支援 の障害者 進 に みを相談できる体制の充実 生活環境の整備や

の支援 福祉サービスの充実 障害の 期 や対応の 進 くりや の 防の 進

地域の 体制の充実 障害 のための 保 の 進 障害 と障害のない が に ため

の取組 生 を じた の の 障害者の 用 の 進 わかりやすい の

や 、 ケー の支援 が利用しやすいま くりの 進 災害対 や犯

罪防 の体制 くりの 進
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（ ） な ・支援

本人が に ていく 備をするために、 や進 の に する相談支援

を行うとと に、 期から き き保護者 めた 合 な支援を行います。

また、障害の や に応じた 環境 環境を整備するとと に、

の進 の について 支援していきます。

主な事業

一人 とりに た

進

特別支援学校等におけるアセ ントを通し 障害児そ

の や特 に した就労 や福祉サービ 等の 業

後の進 を支援し す

就学相談・教育相談の

実施

学 や生 等 どもの状 を に見取るとと

もに 人や保 者と教育相談をしたり 支援者間 ー

会 を したり 要に 就学相談や関 関に

な るなど な支援に め す

療 制の整備

療を 要とする障害者 も し ら るよ

に 会 会 会等の関 関との

制の 実と 要な の に め す

（ ） の協働

齢期では の時 を で し には サービス 1

を利用 れる が えています。

こうした を まえ、障害 支援の が同じ を いて支援を行うため

に、 、 サービス 、障害 支援を する 障害

相談支援 と の 化を っていきます。

主な事業

学校・ 後等 サ

ービ 事業所・指定障

害児相談支援事業所

家 の

学校と 後等 サービ 事業所との を る

ため 進 の取組等を に 共 ・関 の

手法に い 調査研 を行い す

1 … の障害 に対して、 や において、

生活 上のための を に するサービス。 と相まって障害

の を 進するとと に、 の くりを行う。
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に、 、 サービス 、障害 支援を する 障害

相談支援 と の 化を っていきます。

主な事業

学校・ 後等 サ

ービ 事業所・指定障

害児相談支援事業所

家 の
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ため 進 の取組等を に 共 ・関 の
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生活 上のための を に するサービス。 と相まって障害
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（１） の の

齢期は、 生活 を じて や を に け、 の に けて

人 を していく、 と の時期です。

このため、障害 や保護者の ー や に応じた な の実 や地域での活

の充実 、 をするための取組が となります。

また、 から小 への な移行に けて、 の

に するきめ かな取組 要です。 らに、 は、進 の など、本人

の を実 するための支援を行う必要が ります。

（２） 支援（ア ー ）

前 と すると、 地域の 体制の充実 障害者の 用 の

進 わかりやすい の は が上がっていますが、同じく最
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76

． （１ ）の支援

（１） の の

期は、 な を し、 く と わりながら 実 に

けて人生を でいく時期です。

この時期には、不 の や によって障害者となる人や に てから障害に

く人がいます。 、障害と き合うという になったとき、 までの生活と

の や障害の受 について 人 なく りま 。

このように、障害者が した地域生活を るためには、 、 の様々な

で、障害 に応じた支援が 要になります。

（２） 支援（ア ー ）

前 と すると、 福祉サービスの充実 障害者の 活 への の

支援 が となるなど が られますが、 き き 障害者の

用 の 進 わかりやすい の 生活環境の整備や の支

援 で最 の が められています。
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い い い

リア現状 リア

リア リア

満

足

度

必 要 性

前回調査からの を す

障害者 の 進 の防 や障害者の 利を るための支援 障害者の 活 への の

支援 の障害者 進 に みを相談できる体制の充実 生活環境の整備や

の支援 福祉サービスの充実 障害の 期 や対応の 進 くりや の 防の 進

地域の 体制の充実 障害 のための 保 の 進 障害 と障害のない が に ため

の取組 生 を じた の の 障害者の 用 の 進 わかりやすい の

や 、 ケー の支援 が利用しやすいま くりの 進 災害対 や犯

罪防 の体制 くりの 進
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（ ） な ・支援

障害者の を 進していくために、 に対する障害 の を ると

と に、本人に対する な 支援を していきます。

また、 人 らしが難しい障害者が、地域で して生活することができるよう、

ー ー の整備に取り組み、 の の 保を進めます。

主な事業

きたい人 ける

づくり

障害者 ける場の 保を るため 間 業等に対し

障害者対 や障害者 用におい 要な対 等の 発

を行い す

就労支援事業

就労 難な障害者の職業 の向上 業との チ

ングから就労後の定 支援 一 し 行い 障害者の就

労を 合 に支援し す

グループホームの整備

度障害者 た し 生 きるよ

事業者に対し 度障害者を受け ること きる

グループホームの整備を きかけるとともに その整備に対

し 支援を行い す

（ ） の協働

、 用 分野は主に と が し、障害者への支援は主に が

しており、 分野において に対応がな れている です。

障害者の 用 を に 進するために、これらの の 化を って

いきます。

主な事業

用・労 分 と

障害福祉分 の

ところざわ就労支援センター となり ハ ー ーク

等の労 分 と障害福祉分 の を り す

76

． （１ ）の支援

（１） の の

期は、 な を し、 く と わりながら 実 に

けて人生を でいく時期です。

この時期には、不 の や によって障害者となる人や に てから障害に

く人がいます。 、障害と き合うという になったとき、 までの生活と

の や障害の受 について 人 なく りま 。

このように、障害者が した地域生活を るためには、 、 の様々な

で、障害 に応じた支援が 要になります。

（２） 支援（ア ー ）

前 と すると、 福祉サービスの充実 障害者の 活 への の

支援 が となるなど が られますが、 き き 障害者の

用 の 進 わかりやすい の 生活環境の整備や の支

援 で最 の が められています。
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障害者の を 進していくために、 に対する障害 の を ると

と に、本人に対する な 支援を していきます。

また、 人 らしが難しい障害者が、地域で して生活することができるよう、

ー ー の整備に取り組み、 の の 保を進めます。

主な事業

きたい人 ける

づくり

障害者 ける場の 保を るため 間 業等に対し

障害者対 や障害者 用におい 要な対 等の 発

を行い す
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就労 難な障害者の職業 の向上 業との チ

ングから就労後の定 支援 一 し 行い 障害者の就
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度障害者 た し 生 きるよ

事業者に対し 度障害者を受け ること きる

グループホームの整備を きかけるとともに その整備に対
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、 用 分野は主に と が し、障害者への支援は主に が

しており、 分野において に対応がな れている です。

障害者の 用 を に 進するために、これらの の 化を って

いきます。
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． （１ ）の支援
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けて人生を でいく時期です。

この時期には、不 の や によって障害者となる人や に てから障害に

く人がいます。 、障害と き合うという になったとき、 までの生活と

の や障害の受 について 人 なく りま 。

このように、障害者が した地域生活を るためには、 、 の様々な

で、障害 に応じた支援が 要になります。
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前 と すると、 福祉サービスの充実 障害者の 活 への の

支援 が となるなど が られますが、 き き 障害者の

用 の 進 わかりやすい の 生活環境の整備や の支

援 で最 の が められています。
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． （ ）の支援

（１） の の

期は、 の での や人 が し つ変わっていく時期です。ま

た、 の高齢化により、これまでと同じような生活を することが 難な 合が

生じてきます。

このため、 の に対応していくことに え、障害者本人や の が に

齢を て 地域の で した生活が ることができるよう、 を えた支援

が必要になります。

（２） 支援（ア ー ）

前 と すると、 の防 や障害者の 利を るための支援 地域

の 体制の充実 で が上がっていますが、 き き 生活環境の整備や

の支援 わかりやすい の 災害対 や犯罪防 の体制

くりの 進 で最 の が められています。
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い い い
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リア リア
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足

度

必 要 性
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障害者 の 進 の防 や障害者の 利を るための支援 障害者の 活 への の

支援 の障害者 進 に みを相談できる体制の充実 生活環境の整備や

の支援 福祉サービスの充実 障害の 期 や対応の 進 くりや の 防の 進

地域の 体制の充実 障害 のための 保 の 進 障害 と障害のない が に ため

の取組 生 を じた の の 障害者の 用 の 進 わかりやすい の

や 、 ケー の支援 が利用しやすいま くりの 進 災害対 や犯

罪防 の体制 くりの 進
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（ ） な ・支援

の高齢化による、 環境の変化に対応するため、 支援を行うとと に、

が くなった 、本人が した生活を れるよう、 き の 備や 支

援に取り組みます。

らに、障害者の き を え、地域の ー としての を つ

障害者支援 において、 な受 れに する 整や受 体制の整備を進めます。

また、 福祉 人 による障害者支援 の整備に する 整について します。

主な事業

の家族に対する

支援

障害者 家族とともに し ら るよ に 障害福祉

分 と 保 分 等 し 要に の家族

に対し も支援を行い す

き後の 備

家族 くなった後の生 の 備とし グループホーム

の 利用や成年後見制度の利用等の支援を行 か 支

援者間の 共 を り す

相談支援事業所による

支援

者に対し 約や 後の生 に

い の相談支援を行い す

（ ） の協働

高齢期に移行し、 な支援が障害福祉サービスから介護保険サービスに わるこ

とにより本人に不都合が生じないよう、分野 における 共 や必要に応じて共同

で支援を行うことのできる体制の整備に取り組みます。

主な事業

障害福祉と 保 と

の分 間の

障害福祉サービ と 保 サービ の受 を

し する障害者に対し 要に 分 の 者

し 対 し す た 所沢市 支援協 会等を通

分 間の 共 に め す

78

． （ ）の支援

（１） の の

期は、 の での や人 が し つ変わっていく時期です。ま

た、 の高齢化により、これまでと同じような生活を することが 難な 合が

生じてきます。

このため、 の に対応していくことに え、障害者本人や の が に

齢を て 地域の で した生活が ることができるよう、 を えた支援

が必要になります。

（２） 支援（ア ー ）

前 と すると、 の防 や障害者の 利を るための支援 地域

の 体制の充実 で が上がっていますが、 き き 生活環境の整備や

の支援 わかりやすい の 災害対 や犯罪防 の体制

くりの 進 で最 の が められています。
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リア現状 リア
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度
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前回調査からの を す

障害者 の 進 の防 や障害者の 利を るための支援 障害者の 活 への の

支援 の障害者 進 に みを相談できる体制の充実 生活環境の整備や

の支援 福祉サービスの充実 障害の 期 や対応の 進 くりや の 防の 進

地域の 体制の充実 障害 のための 保 の 進 障害 と障害のない が に ため

の取組 生 を じた の の 障害者の 用 の 進 わかりやすい の

や 、 ケー の支援 が利用しやすいま くりの 進 災害対 や犯

罪防 の体制 くりの 進
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． （ 上）の支援

（１） の の

高齢期は、障害者本人の や 体に変化が れる時期です。また、 が くなっ

たり、 な支援制 が障害福祉サービスから介護保険サービスに移行したりするこ

とで、障害者本人を取り く環境が きく変化します。

このため、環境の変化により生じる不 を取り くため、 分野 における

により、 合 な支援を行うことが 要です。

（２） 支援（ア ー ）

前 と すると、 障害者 の 進 の防 や障害者の 利

を るための支援 が から に移 し取組の が られます

が、必要 が高まった わかりやすい の 障害者の 用 の

進 の な が められます。

い

い い い

リア現状 リア

リア リア

満

足

度

必 要 性

前回調査からの を す

障害者 の 進 の防 や障害者の 利を るための支援 障害者の 活 への の
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の取組 生 を じた の の 障害者の 用 の 進 わかりやすい の
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罪防 の体制 くりの 進
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（ ） な ・支援

障害者の高齢期における地域生活においては、環境変化による様々な問題が生じて

いくことが考えられるため、相談支援体制の整備を進め、多様なケースに対応できる

よう努めます。

また、災害や犯罪による被害を最小限に留めるために、災害時の避難対応や防犯体

制の充実など、地域を挙げて取り組みます。

主な事業

合 な相談

による対

所沢市こどもと福祉の未来館の福祉の相談 におい

生 成年後見等生 に関する な相

談に す

災害時における

要 者支援 制の

整備

災害時に障害者や 者等の要 者の

の に行わ るための 制整備を 会・ 会等

の協 を な ら進め す

障害者の 利を る

支援

分な などの 利 を支援するため

成年後見制度の と利用促進を進め す

（ ） の協働

高齢期では、主に高齢者福祉の分野において支援することになりますが、支援者が

変わったことで本人が不利益を受けることとならないよう、必要に応じて共同で支援

を行うことのできる体制の整備に取り組みます。

主な事業

障害者への支援

を見 た障害福祉サービ の や 障害

者 家 を受けた場合など 要に 者

福祉分 と障害福祉分 し 対 し す

65 上の障害福祉サービスと 護保 サービスの利用

65 歳以上の障害者については、介護保険サービスにより支援をしていくことになり

ます。しかし、65 歳到達以前に障害福祉サービスを利用していた障害者については、介

護保険サービスへの移行が本人の不都合とならないよう、障害福祉サービスを併用す

ることができます。
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第３章 障害福祉サービス等の目標値・見込量

82

第 6次所沢市障害者支援計画 目標・指標一覧（再掲）
■第 6次所沢市障害者支援計画 目標・指標一覧（再掲）

施策分野 指標 現状値
令和４年度末

目標値
令和８年度末

所沢市障害のある人もない人も共に生きる社会づくり
条例に関する職員研修の受講者数（累計）

1,229人 1,830人

障害者やその家族等に向けた成年後見制度に関する
出前講座の受講者数

197人 220人

所沢サン・アビリティーズ及び所沢市こどもと福祉の
未来館を利用した障害者数

12,452人 15,500人

障害者作品展及び障害者週間記念事業来場者数 4,467人 4,700人

ウェブアクセシビリティ向上のためのホームページ操作
研修の受講者数（累計）

151人 325人

所沢市手話通訳・要約筆記派遣事務所の利用件数 2,423件 2,440件

4．安全・安心な
まちづくり

災害時における福祉避難所施設利用に関する協定締結
件数

19件 24件

保育園等の障害児保育への巡回指導の件数 1,592件 1,610件

特別支援教育や障害者に対する理解促進のための取組
を行った学校の割合

93.6% 100%

ところざわ就労支援センター登録者の就職者数 760人 850人

障害者就労施設等からの調達実績額 13,566,143円 14,000,000円

乳幼児健康診査受診率 96.4% 99%

理学療法士による相談（予約制）及び訪問リハビリの
相談者数

51人 70人

所沢市精神障害者アウトリーチ支援事業の延べ登録者
数

160人 200人

指定特定相談支援事業所及び指定障害児相談支援事業
所数

22か所 23か所

所沢市こども支援センター（発達支援）の利用者満足度 95.9% 100%

9．福祉サービス等の
充実 グループホームの整備数（定員数） 362人分 400人分

8．支援体制の充実

１．差別解消と
　　権利擁護の推進

２．社会参加の促進と
　　協働の推進

3．情報
アクセシビリティ
の向上

5．育ちと学びの充実

6．雇用・就労の促進

7．保健医療の充実
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